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和文要旨

　コミュニケーションの中で伝達される非言語情報の中でも、表情としての「笑顔」は相手に好印象を与えること
が知られている。本研究では、会話場面における笑顔表出の変化が印象形成に及ぼす影響を明らかにし、笑顔の強
度・頻度といった表出特性と対人印象との関係について定量的に分析することを目的とした。実験者と 1 対 1 の
会話を行う男女モデルの表情を映像に収め、笑顔表出の度合いが異なる 4 種類の映像 ( 無表情、笑顔小、笑顔中、
笑顔大 ) を作成し、評価試料として用いた。被験者には、映像の前半・中盤・後半で表情に対する印象を「明るさ」「親
しみやすさ」「かしこさ」の 3 項目で評価させた。その結果、笑顔の表出が大きくなると「明るさ」「親しみやすさ」
の印象が強まるが、印象変化の傾向には両項目で違いが見られた。一方、「笑顔小」や「笑顔中」と比べて、「笑顔
大」条件では「かしこさ」の印象が弱まる傾向が見られた。
　また、第 3 者による評価から映像中の笑顔の表出強度・生起頻度を算出した。これらの値を独立変数、各印象
の評価値を従属変数として重回帰分析を行った。その結果、「明るさ」の印象には表出強度・生起頻度の両方が影
響を及ぼし、「親しみやすさ」には生起頻度のみが影響することが示された。「かしこさ」の印象は表出強度の増加
によって低下し、生起頻度の増加に応じて向上することがわかった。会話場面を撮影した映像を評価試料として用
いることで、文脈情報や表情の生起頻度といった要因が印象形成にもたらす効果が明らかになった。
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1.　緒言
　21 世紀に入り、情報化やグローバル化といっ
た社会構造の変化に伴い、対人関係に関わる問題
が深刻化している。電子メールや SNS の普及に
よりコミュニケーション能力の低下が懸念される
一方、企業においては文化的背景や価値観の異な
る人々と協調・協働していかなければならない。
経団連による「新卒採用に関するアンケート調
査」[1] では、選考時に重視する要素として「コ
ミュニケーション能力」が 10 年連続で 1 位に挙
げられており、社会全体のコミュニケーションに

対する危機感の高まりが窺える。
　コミュニケーション能力の定義は様々である
が、他者と協調的な関係を築く上で「相手に好印
象を与える」ことは重要といえる。印象の形成過
程では言語・非言語を問わず多くの情報が用いら
れ、その中でも「顔情報」は他の情報よりも顕著
かつ利用可能性が高いと考えられている [2]。特
に、幸福感情を示す表情である「笑顔」は表出者
に対する魅力評価を高める効果が知られており
[3]、コミュニケーションへの応用が期待できる。
　笑顔が対人印象に与える影響については、人物
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